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　12月６日に神戸市会本会議がひらかれ、日本共
産党神戸市会議員団の山本じゅんじ議員と林まさ
ひと議員が一般質問をおこないました。

　長田教育長：保
護者会を開催する
など、保護者や地

　岡口副市長：民
設民営を前提とし
た民間事業者の公

大事だ。早急に対策すべき
だ。
　長田教育長：指摘いただい
た面については引き続き強力
にサポートしていく。
　山本議員：児童のケアのた
めに地域関係者である学童保
育や児童館、中学校の関係者
などにもきちんと説明し、意

とはない。これまで慣れ親し
んできた施設とは全く違うも
のになってしまう提案になっ
ている。そんな水族館は誰も
望んでいない。普段使いの水
族園が神戸の観光の核として
位置づけられることで、市民
や利用者から奪い取られかね
ない。まさに政府の観光戦略
と一体であり、市民不在だ。
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域の方々の意見を伺いなが
ら、これからの学校づくりに
取り組んでいきたい。
　山本議員：正規教員や副担
任の配置など、新たに担任に
なった常勤講師のサポートが

募の予算については議会で
承認を得た。地元を含めた市
民のみなさんに広く公表し説
明をさせていただいた。
　山本議員：民間事業者の提
案に対して利用者が神戸市か
ら意見を公式に求められたこ

観光リゾート開発のために
須磨水族園の身売りやめよ

―須磨多聞線―
信頼関係をもって話し合いを

学校再生のため全力でサポートを
山
本
議
員
が
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　神戸市立東須磨小学校の教
員間いじめ暴行事件が発覚し
て２か月が経過しましたが、
児童の心のケアや失われた学
校や教員への信頼を取り戻し
ていくためには、まだまだ時
間が必要です。10月16日以
来、保護者説明会は開かれて
おらず「結局うやむやにされ

るのではないか」と不信感を
抱く保護者も少なくありませ
ん。山本議員は、学校再生の
主体者は教員や児童・保護
者、地域関係者であり、その
方々の意見や不安の声にも耳
を傾け、ケアやサポートに全
力をあげるよう求めました。

　神戸市立須磨水族園の民間
事業者による再整備・運営に
ついて市は、十分に説明して
きたとしていますが、新聞報
道されるまでほとんどの市民
が知らなかったというのが現
実です。高い入園料やシャチ

の飼育など、様々な批判の声
があがり、署名活動も起きて
います。山本議員は、「多く
の利用者に長年親しまれてき
たスマスイ。利用者置き去り
のまま再開発をすすめること
はあってはならない」と民間

業者との契約をしないよう強 く求めました。

見を聞いていくべきだ。
　長田教育長：今後しっかり
と情報共有をしていきたい。
　山本議員：スクールカウン
セラーの常勤化や、教育委員

会として、子ども達や保護者、
地域の方々や学校関係者も含
めて話を聞く場所を設定し、
サポートに全力をあげていた
だきたい。

　神戸市が須磨区西須磨地区
に計画する「須磨多聞線」
は、大気汚染などを懸念した
住民が建設計画に強く反発
し、1997年に公害調停を申請

しました。神戸市は、調停委
員からの協議継続の勧告を拒
否し、昨年７月、一方的に詳
細設計に向けた測量に踏み切
りました。同12月、4856名に

ものぼる建設に反対する周辺
住民が市を相手に申し立てた
第２次公害紛争調停につい
て、市は「調停には応じな
い」との姿勢を示していま

す。山本議員は、「調停にも
欠席し、話し合いすらすすん
でいない。工事着工はすべき
ではない」と質しました。

質疑
項目

１．�東須磨小学校事案
２．須磨海浜水族園・海浜公園について�
３．須磨多聞線について

　山本議員：来週
（12月10日）に予
定されている説明

会には、詳細設計すら示され
ない。昨年の会見で市長は
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　神戸市は、兵庫県バス協会
からの負担金増加を求める申
し入れを受け、敬老・福祉パ
スの在り方について、11月22
日に見直し案を出しました。
①バス近郊区の110円上限を
廃止→小児料金へ　②敬老無
料乗車券の全面廃止　③母子
世帯の福祉パス廃止など、制
度を維持するためには利用者

の負担が必要だとの内容です。
　林議員は、「大病を経験
し、病院通いは止めることは
できないので、敬老パスは助
かる。年金生活者をいじめな
いでほしい」「近郊区上限が
廃止されれば、料金負担が３
倍に上がる」などの利用者の
声を紹介し、制度の維持を求
めました。

　寺崎副市長：制
度的な整合性を図
るため、制度全体

　油井副市長：駅
から離れたエリア
は人口減少リスク

　岸田交通局長：
今回突然閉鎖の決
定通知を受けた。

乗車証を取り上げる今度の見
直しはやめるべき。常任委員
会で、高校生の通学定期補助
に切換えても、対象人数が減
ってしまうと答弁された。改
悪ではなく維持するべき。

　林議員：マンモス校の地域
を今からさびれるからと線引
きしても、住民は納得しな
い。破綻した計画の潔い撤回
を求める。

後継テナント誘致が最優先と
考え、庁内関係部署と連携し
て全力あげる。
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として長期的維持存続させ
るため、小児運賃に統一したい。
　林議員：母子世帯から福祉

が高いと考えている。早い
段階から課題に対応したいと
設定している。

神戸市の前向きな姿勢をみせよ

質疑
項目

１．敬老パス・福祉パス制度の改悪について
２．都市空間向上計画について�
３．西区のまちづくりについて
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市長自身がそごう残留の直談判を

　神戸市は、鉄道駅からの距
離だけで地域を線引きして切
り捨てる「都市空間向上計
画」素案を６月に発表し、そ
れに対して400通を超える市
民意見、さらに議会から線引
きに反対する意見があがりま
した。それをうけ、市は10月
に主要のバス停からの距離も

考慮すると大幅に計画を見直
した案を発表。今回の計画
（案）では、西区の10数％が
まだ切り捨て地域となってい
ます。神戸市は元々、都市の
スポンジ化（空き家や空地の
増加）のリスクをあげ、この
計画をすすめています。切り
捨てられる地域＝居住誘導区

　西神そごう店は、2020年８
月に撤退すると突然の表明を
しました。一方的な表明は衝
撃をもって西区市民に受け止
められています。この間、神
戸市はそごうの求めに応じて
賃料を値下げして支援してき
ました。その額は19年間で47
億円にもなっています。わが

会派は交通局審査で、そごう
に対し事業継続の働きかけを
求めましたが、市は「社長決
済だ」との理由を盾に、そご
うは応じない旨の答弁をしま
した。林議員は「市長が直接
社長に直談判して撤退の撤回
をせまるべきだ」と強く求め
ました。

各議員の質疑と討論は「日本共産党神戸市会議員団ホームページ」ま
たは「神戸市会ホームページ」本会議の「インターネット録画中継」
でご覧いただけます。

　11月27日と12月４日に神戸市会本会議がひらかれ、味口議
員が議案質疑、松本のり子議員と大かわら鈴子議員が反対討
論、西ただす議員が請願討論をおこないました。

域外（山麓・郊外居住区域）
は大半が西区に残されます
が、現在、西区は神戸市の中
で空き家数・空き家率が最も
少ない区であり、神戸市の説
明と矛盾します。林議員は
「神戸市が計画の根拠にして

いる国立社会保障・人口問題
研究所の推計でも、西区の人
口減少率は神戸市全体よりも
低い。人口減少リスクを強調
しておきながら、なぜ西区を
切り捨てるのか」と質しまし
た。

「丁寧に説明して理解をいた
だく努力が必要」と述べてい
るが、勧告を無視し調停にも
欠席しているのは調停制度の
存在意義を否定するものだ。

詳細設計も説明もできていな
い状況で、どうして着工判断
ができるのか。
　油井副市長：地域に対して
の説明はさせていただくつも

りだが、公害調停は第三者機
関であり、法的に応じる義務
はない。
　山本議員：この半世紀以上
にわたる協議の歴史を受けと

めよ。調停に出席し、信頼関
係のもとで話し合うために
は、道路建設を前提とすべき
ではない。

　林議員：JR西日本がモト
コー商店街の追い出しをはか
ったとき、わが会派の議員の
質問に、市長は「神戸から外
に出て行くのを防ぐために、
そういう事案であれば私も全
力でやります」と答えてい
る。今こそ市長の出番ではな
いか。

　久元市長：そごう撤退は残
念。後ろ向きではなく、撤退後
どうするかが私どもの任務だ。
　林議員：先日、そごう駅前
でシールアンケートをした
が、皆さんの声は「困る」と
いうものだった。市長自身
が、そごうと直談判すること
を強く求める。

―都市空間向上計画―

破たんした計画撤回を！


